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国産ナフサ、昨年底値の2倍に　石油化学の値上げ圧力強く

石油化学製品の基礎原料ナフサ（粗製ガソリン）の高騰が続いている。国産ナフサの7～9月期価格は前四半期に比べ1割強

上昇し、昨年の底値の2倍超になった。原油高に加え、為替が円安に振れた影響も出た。10～12月期もさらに1割強上がる

見通し。石油化学業界が合成樹脂などに転嫁値上げする姿勢は強く、産業界のコスト上昇圧力が高まっている。

国産ナフサ価格は平均輸入価格と連動させて四半期ごとに決まっている。貿易統計の公表まで時間差が生じるため、納入

後の価格を後決めする取引慣行だ。合成樹脂メーカーが主原料であるナフサの価格を自動的に反映させる仕組みを自動車

会社などとの間で定着させているなど、様々な石化製品の価格の基準として影響は大きい。

7～9月期の国産ナフサ価格は1キロリットル5万3500円で決着した。原油高や円安が進み、4～6月期に比べて5800円

（12.2%）高い。上昇は5四半期連続だ。新型コロナウイルス禍で落ち込んだ2020年4～6月期の2万5000円から1年あまり

で2倍を超える水準となった。

国産ナフサ価格の先行指標となるアジア地区のスポット（随時契約）価格も急騰している。26日には1トン当たり802ドル

前後に達した。800ドルを超えたのは14年10月以来で、今月に入って1割前後上がっている。足元の水準で推移すれば、10

～12月期の国産ナフサ価格は6万円を上回る公算だ。

ナフサの値上がり要因は原油高や円安だけでなく、需給の引き締まりも大きい。ナフサと原油価格の値差（スプレッド）

は年初以降おおむね拡大傾向にあるが、26日時点で1トンあたり約154ドルと年初の水準（約101ドル）を5割上回る。原油

に比べて品薄感の強まりを示している。

合成樹脂などナフサ由来の石化製品の需要は比較的堅調だ。石油化学工業協会（東京・中央）によると、ポリエチレン、

ポリプロピレン、ポリスチレンの9月の国内生産量は前年を上回った。

急速なナフサ高に伴う採算の悪化を避けるため、合成樹脂を値上げする動きが相次ぐ。ポリスチレンはDICなどメーカー3

社が打ち出した10月の出荷・納入分から5%程度の値上げが浸透。市中価格は年初から4割近く上がった。塩化ビニール樹

脂も信越化学工業が11月21日納入分から過去最大の値上げを表明している。

ここにきて石化業界による値上げの頻度の多さや値上げ幅の拡大も目立つ。需要家の製造業などのコスト負担は重くな

り、値上げ受け入れを巡る折衝も厳しくなるとみられる。
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２０２1年　10　月　29　日　　担当　小松

原油高、パーム油・天然ゴム押し上げ　代替需要観測で

原油価格の高騰がパーム油や天然ゴムなど農産物の先物価格を押し上げている。燃料や化学品代替の需要が増えるとの連想から買

われ、揚げ油やマーガリンに使うパーム油は過去最高値圏、砂糖原料の粗糖も2017年以来の高値を付けた。タイヤに使う天然ゴム

も値上がりしている。輸入に頼る日本にとっては為替の円安傾向も相まって調達価格の上昇につながり、企業や消費者の負担感が

一段と強まりそうだ。

ニューヨーク原油先物価格は一時1バレル85ドル超と年初から8割弱上がった。新型コロナウイルス禍からの経済回復に伴う需要増

に加え、産油国の減産緩和の遅れで需給の逼迫懸念が強まった。石油由来の輸送燃料や化学製品の値上がりが意識されており、競

合品として用途が重なる1次産品の先物価格を押し上げている。

パーム油は国際指標のマレーシア先物（中心限月、終値）が1トン5000リンギ台と過去最高値圏に上昇した。マーケットエッジの

小菅努代表は「原油高に連れ高した」と指摘する。パーム油は世界生産量の1割強ほどがバイオディーゼル用途で、燃料として原

油相場の影響を受けやすい。大豆油などほかの植物油の値上がりも影響した。

現物の需給も逼迫している。マレーシアのパーム油庁（MPOB）によると、9月の生産量は170万3000トンと前年同月比9%少な

く、6カ月連続のマイナスとなった。「農作業の担い手の7～8割が外国人労働者」（大手商社）とされ、新型コロナの影響で入国

が減り、人手が不足。世界最大のパーム油輸入国のインドは輸入関税を引き下げて品物確保に動いており、国際的な需給を引き締

めている。

砂糖の原料である粗糖も指標のニューヨーク先物（期近）は10月に入り、一時1ポンド20.61セントと2017年2月以来の高値をつけ

た。市場では「原油高に反応している」との見方が多い。

粗糖の最大生産国ブラジルでは今月、国営石油会社ペトロブラスがガソリン価格の引き上げを発表した。ガソリン価格が上昇する

とバイオエタノールの価格も上昇する。同国では、粗糖のもととなるサトウキビはバイオエタノール向けの需要が5割程度を占め

る。サトウキビをバイオエタノールに振り向ける動きが広がり、粗糖の生産比率が低下するのではないかとの観測が買いを誘っ

た。

天然ゴムも原油高を受けた上昇が鮮明だ。国際指標のひとつである大阪取引所の天然ゴム先物（RSS）価格は21日に1キログラム

240円を超え、4ヶ月ぶりの高値をつけた。足元でも234円前後と直近安値の9月下旬から2割高い水準で推移している。

天然ゴムは、石油化学製品である合成ゴムと需要面で競合関係にある。原油価格が上昇すれば、合成ゴム価格も上昇して天然ゴム

に需要が流れるとの観測から天然ゴム相場にも上昇圧力がかかりやすい。



　　担当 坂田　 

　

2021年10月29日

。

日経新聞 ロイター通信 化学工業日報 燃料油脂新聞 環境ビジネス



　　担当 坂田　 

　

2021年10月29日

内航船用「適合油」、10～12月期7%高を提示

燃料商社大手の伊藤忠エネクスは28日、10～12月期の内航船向け燃料の参考仮価格を明らかにした。国

際海事機関（IMO）の新規制に対応した硫黄分0.5%以下の「適合油」は前四半期（7～9月期）比4900円

（7%）高い1キロリットル7万4300円とした。原油相場や為替などを踏まえて決めた。

適合油価格は石油会社と海運会社の代表社で交渉し、決着した価格が業界の指標となる。12月下旬までの

決着を目指して交渉を進める。7万円を超えて決着すれば、2020年に始まった現行制度下で最高値となる

もようだ。

日経新聞 ロイター通信 化学工業日報 燃料油脂新聞 環境ビジネス


